
５
月
12
日
国
労
会
館
で
第
２
回
理
事

会
が
20
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、
石
井
勉

議
長
に
選
出
、
渡
辺
武
会
長
の
挨
拶
、

松
尾
豊
理
事
長
が
議
案
提
案
、
近
藤
好

幸
事
務
局
長
が
会
計
報
告
を
行
い
、
参

加
者
全
員
発
言
で
討
論
し
ま
し
た
。

「
平
和
展
で
寺
が
池
な
ど
の
展
示
を
行

い
対
話
に
な
っ
た
、
共
同
の
広
が
り
で

来
年
は
長
谷
川
テ
ル
の
展
示
を
、
公
開

講
座
や
行
事
参
加
者
か
ら
入
会
が
あ
っ

た
」
（
堺
支
部
）
「
昨
年
５
月
か
ら
懇

親
会
や
行
事
を
重
ね
て
、
会
員
を
倍
加

し
て
、
府
下
５
番
目
の
支
部
を
２
月
に

結
成
」
（
城
北
支
部
）
「
小
林
徳
子
さ

ん
90
歳
の
お
祝
い
の
会
で
は
大
き
な
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。
中
国
茶
の
会
や
学

習
会
な
ど
楽
し
い
企
画
が
定
着
し
て
き

た
」
（
女
性
部
）
「
結
成
７
年
多
く
の

疑
問
に
応
え
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
、

帰
国
者
と
の
交
流
会
に
は
中
国
領
事
館

の
紹
介
で
豊
岡
か
ら
参
加
者
が
あ
り
び
っ

く
り
し
て
い
る
」
（
東
大
阪
支
部
）

「
４
原
則
か
ら
５
原
則
へ
支
部
活
動
を

前
進
さ
せ
て
い
る
、
行
事
は
毎
月
・
役

員
会
は
定
期
的
に
行
い
支
部
ニ
ュ
ー
ス

も
毎
月
発
行
し
て
い
る
」
（
西
支
部
）

な
ど
各
支
部
の
充
実
し
た
活
動
が
発
言

さ
れ
元
気
の
出
る
理
事
会
に
な
り
ま
し

た
。文

化
講
座
シ
リ
ー
ズ
第
１
回
は
下
定

雅
弘
岡
山
大
名
誉
教
授
を
迎
え
、
29
日

「
漢
詩
・
漢
文
に
親
し
む
」
講
演
会
を

行
な
い
ま
す
。
講
演
会
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

中
国
が
世
界
の
中
心
に
な
る
時
代
を

迎
え
、
中
国
へ
の
関
心
に
応
え
る
活
動

を
広
げ
、
会
員
を
拡
大
し
、
12
月
と
３

月
の
百
科
検
定
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

程
永
華
・
駐
日
中
国
大
使
は
期
間
が

歴
代
最
長
の
９
年
、
日
中
関
係
は
尖
閣

諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
で
冷
え
込
ん

だ
時
期
に
在

任
、
５
月
に

交
代
。
後
任

は
知
日
派
の

孔
鉉
佑
外
務

次
官
が
内
定

し
て
い
ま
す
。
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会
員
倍
加
で
府
下
５
番
目
の
城
北
支
部
を
結
成

第
２
回
理
事
会

役
員
会
で
楽
し
い
行
事
を
企
画
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戦
争
責
任
問
題
な
ど
に
取
り
組
む

複
数
の
市
民
団
体
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
が
主
催
す
る
「
ア
ジ
ア
か
ら
問

わ
れ
る
日
本
の
戦
争
展
」
が
４
月
29
、

30
日
に
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
29
日
午
後
、
ア
ジ
ア
民
衆
歴

史
セ
ン
タ
ー
の
久
保
井
規
夫
さ
ん
が

「
日
清
・
日
露
戦
争
と
韓
国
『
併
合
』

百
周
年
、
３
・
１
抗
日
独
立
闘
争
」

の
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は

朝
鮮
の
植
民
地
支
配
の
実
態
を
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
膨
大
な
資
料

を
基
に
、
絵
で
見
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

映
写
で
２
時
間
に
わ
た
り
テ
ー
マ
ご

と
に
詳
し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

堺
支
部
は
中
国
で
の
毒
ガ
ス
大
規

模
使
用
に
つ
い
て
、
日
本
軍
の
毒
ガ

ス
戦
略
問
題
の
概
略
を
展
示
。

西
支
部
・
平
澤
京
子
さ
ん
の
感
想

は
「
昨
年
西
支
部
主
催
の
日
清
戦
争

学
習
会
に
参
加
、
今
回
は
絵
で
見
る

「
日
清
・
日
露
戦
争
と
韓
国
『
併
合
』

の
策
動
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
多
く

の
資
料
の
中
に
朝
鮮
半
島
に
誇
ら
し

げ
に
揃
っ
て
立
つ
『
神
功
皇
后
・
豊

臣
秀
吉
・
加
藤
清
正
・
西
郷
隆
盛
』

の
錦
絵
が
あ
り
ま
し
た
。

１
８
９
４
年
日
本
は
朝
鮮
農
民
反

乱
鎮
圧
の
た
め
に
清
国
が
出
兵
し
た

事
に
対
抗
し
出
兵
。
中
国
攻
撃
の
足

が
か
り
に
脅
し
と
暴
力
で
朝
鮮
を
占

領
し
ま
す
。
『
朝
鮮
独
立
の
た
め
』

と
世
界
を
欺
い
て
清
国
軍
を
攻
撃
し

た
日
清
戦
争
か
ら
１
９
１
９
年
２
０

０
万
人
が
立
ち
あ
が
っ
た
『
３
・
１

独
立
運
動
』
ま
で
、
残
さ
れ
た
当
時

の
数
々
の
錦
絵
や
外
国
記
者
の
写
真

が
侵
略
の
旗
（
旭
日
旗
）
の
も
と
日

清
、
日
露
戦
争
で
日
本
が
行
っ
た
暗

殺
、
虐
殺
行
為
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
し
た
。
」

戦
争
展

堺
支
部
は
毒
ガ
ス
問
題
を
展
示

６月２３日（日）13：30

国労会館 議案書は6/5号付録

仲間増やしや不 再戦平和、文

化活動、全国大会目標達成など

について討議・交流します。

第６５回大阪府連大会 を告示します

大阪府連会長 渡辺武

来
阪
し
た
撫
順
市
代
表
団
と
４
月

21
日
夕
刻
よ
り
懇
談
し
ま
し
た
。
東

京
の
「
再
生
の
大
地
合
唱
団
」
の
姫

田
光
義
団
長
（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）

か
ら
山
本
副
会
長
に
撫
順
市
代
表
団

が
来
阪
す
る
の
で
、
そ
の
際
懇
談
交

流
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
実

現
し
た
も
の
で
す
。
あ
い
に
く
会
長

の
都
合
が
つ
か
ず
、
山
本
副
会
長
、

松
尾
理
事
長
で
対
応
し
ま
し
た
。

関
空
に
は
山
本
副
会
長
が
出
迎
え
ま

し
た
。
中
国
共
産
党
撫
順

市
委
員
会
書
記
の
来
鶴
氏

を
団
長
に
撫
順
市
商
務
局
長
の
齊
本

義
さ
ん
、
民
政
局
長
の
劉
平
さ
ん
、

中
共
撫
順
市
東
州
区
委
書
記
の
張
玉

良
さ
ん
、
中
共
撫
順
市
順
城
区
委
書

記
の
田
旭
さ
ん
の
５
名
と
、
「
再
生

の
大
地
合
唱
団
」
の
橋
本
聡
さ
ん
が

同
行
さ
れ
ま
し
た
。
来
団
長
は
大
使

館
勤
務
経
験
も
あ
り
日
本
語
が
堪
能

で
し
た
。
府
連
の
活
動
を
紹
介
し
、

今
後
の
相
互
交
流
を
約
す
な
ど
和
や

か
に
懇
談
を
終
え
ま
し
た
。
（
松
尾
豊
）

各
支
部
か
ら
多
彩
な
発
言

撫
順
市
代
表
団
と
懇
談
交
流

程
永
華
中
国
大
使
が
交
代

５月２９日（水）１４時から

国労大阪会館 第２小会議室

参加費 1000円（会員は無料）

講師：下定雅弘 岡山大学名誉教授

府連文化講座シリーズ第1回講演会

漢詩、漢文に親しもう

― 元号「令和」にもふれて ―



厦
門
か
ら
福
州
を
訪
問
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
た
。
教
え
子
結
婚
式
招
待
が

あ
り
、
合
わ
せ
て
空
海
祈
念
堂
・
開
元

寺
訪
問
を
訪
問
す
る
こ
と
に
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
は
確
実
に
向
上

２
０
１
８
年
５
月
26
日
、
卢
银
花
さ

ん
（
闽
西
大
学
卒
業
生
）
の
結
婚
披
露

宴
に
参
加
す
る
た
め
関
空
へ
。
福
建
省

厦
門
～
漳
州
～
福
州
へ
の
一
人
旅
。

今
回
は
３
年
ぶ
り
の
訪
中
。
少
し
緊
張

を
覚
え
る
。
こ
の
訪
問
で
、
中
国
の
変

化
と
最
新
状
況
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

み
な
手
に
ス
マ
ホ

関
空
の
厦
門
行
きG

ゲ
ー
ト
は
人
で

溢
れ
て
い
た
。
団
体
客
は
２
０
０
人
程

度
、
個
人
客
は
70
人
程
度
が
並
ん
で
い

る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
の
若
者
。

子
ど
も
連
れ
も
数
組
見
か
け
る
。

30
分
程
度
並
び
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
預

け
・
航
空
券
の
発
行
。
そ
の
後
、
手
荷

物
検
査
・
出
国
審
査
で
30
分
。
計
１
時

間
か
か
る
。

飛
行
機
は
厦
門
航
空
の
Ｍ
Ｆ
８
４
０

便
。
機
内
は
、
驚
い
た
こ
と
に
満
席
で

あ
る
。
８
～
９
年
前
は
、
大
半
が
日
本

人
で
座
席
も
空
い
て
い
た
。
隔
世
の
感

が
あ
る
。
見
る
と
、
乗
客
は
み
な
ス
マ

ホ
（
智
能
手
机z
h
i
n
e
n
g
sh
o
u
j
i

）

を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
た
。

関
空
を
19
時
20
分
定
刻
に
離
陸
。
客

室
乗
務
員
の
仕
事
ぶ
り
や
サ
ー
ビ
ス
、

中
国
人
乗
客
の
マ
ナ
ー
は
確
実
に
向
上

し
て
い
た
。

厳
し
く
な
っ
た
入
国
審
査

厦
門
空
港
は
10
回
程
度
利
用
し
て
い
る

が
、
空
港
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
、
格

段
に
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。
驚
い
た
の

は
、
入
国
審
査
で
あ
る
。
以
前
は
黄
色

の
入
国
カ
ー
ド
（
外
国
人
入
出
境
卡
）

を
提
出
し
て
、
本
人
確
認
と
パ
ス
ポ
ー

ト
チ
ェ
ッ
ク
の
み
で
簡
単
だ
っ
た
。

今
回
は
、
カ
ー
ド
チ
ェ
ッ
ク
も
厳
し

い
。
指
紋
も
取
る
。
ま
ず
、
左
手
４
本
。

次
に
右
手
４
本
の
指
紋
を
撮
影
。
最
後

に
両
手
の
親
指
の
指
紋
を
取
る
。
こ
れ

は
、
厳
し
い
！

ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
や
手
荷
物
な

ど
す
べ
て
の
荷

物
は
、
入
国
の

際
も
手
荷
物
検

査
台
を
通
し
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
も
、
日
本

よ
り
厳
し
い
。

検
査
を
無
事
通
過
し
て
卒
業
生
達
の
出

迎
え
を
受
け
た
。
（
堺
支
部

浅
田
勝
美
）

４
月
30
日
西
区
・
最
勝
寺
を
７
名
が
訪

問
、
佐
野
彰
義
住
職
か
ら
仏
教
や
お
寺

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
最
勝
寺
は
浄

土
真
宗
・
東
本
願
寺
派
で
、
５
０
０
年

の
歴
史
が
あ
り
、
佐
野
彰
義
住
職
は
19

代
目
に
な
り
ま
す
。

仏
教
は
３
０
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、

80
数
派
あ
り
「
平
和
主
義
・
争
わ
な
い
」

宗
教
で
、
イ
ン
ド
か
ら
小
乗
仏
教
は
ガ

ン
ジ
ス
川
の
南
へ
、
大
乗
仏
教
は
ガ
ン

ジ
ス
川
の
北
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
越

え
、
中
国
を
経
由
し
て
、
朝
鮮
半
島
か

ら
日
本
へ
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平
安

時
代
に
法
然
上
人
が
浄
土
宗
を
、
親
鸞

上
人
が
浄
土
真
宗
を
広
め
ま
し
た
。
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こ
の
３
年
で
大
き
く
変
化
し
た
暮
ら
し

中
国
最
新
報
告

②

福
建
省
厦
門
と
福
州
を
訪
ね
て

４
月
12
日
「
大
阪
・
長
谷
川
テ
ル

顕
彰
の
会
拡
大
世
話
人
会
議
」
が
開

催
さ
れ
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

治
維
法
国
賠
要
求
同
盟
府
本
部
会

長
の
有
川
功
共
同
代
表
が
「
テ
ル
顕

彰
で
さ
ら
に
大
き
な
共
同
、
団
結
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
」
と
開
会
あ
い
さ

つ
。
結
成
総
会
以
降
の
経
過
報
告
の

あ
と
、
世
話
人
会
企
画
と
し
て
、

「
長
谷
川
テ
ル
」
（
せ
せ
ら
ぎ
出
版
）

の
編
著
代
表
で
あ
る
故
澤
田
和
子
さ

ん
の
子
息
の
澤
田
和
也
さ
ん
が
「
長

谷
川
テ
ル
の
発
掘
と
紹
介
に
後
半
生

を
捧
げ
た

母

澤
田
和

子
を
語
る
」
と
題
し
て
写

真
、
資
料
で
報
告
。

生
前
、
『
長
谷
川
テ
ル

記
念
館
』
設
立
構
想
を
語
っ

て
い
た
と
も
報
告
さ
れ
、

澤
田
さ
ん
の
テ
ル
に
対
す

る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
会
財
政
、

会
員
数
報
告
に
続
い
て
、

寺
島
俊
穂
関
西
大
学
教
授

提
供
の
「
長
谷
川
テ
ル
資

料
、
安
偶
生
と
テ
ル
と
の
つ
な
が
り
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
「
会
」

活
動
提
案
。

休
憩
後
、
奈
良
顕
彰

の
会
活
動
、
伊
田
助
男
顕

彰
グ
ル
ー
プ
の
報
告
、
関

西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟
か

ら
は
６
月
の
関
西
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
大
会
紹
介
、
治
安

維
持
法
犠
牲
者
名
簿
作
成

事
業
進
捗
報
告
。
他
の
参

加
者
か
ら
も
顕
彰
活
動
を

前
進
さ
せ
る
思
い
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
「
ひ
ろ
が
り
、

重
な
り
、
深
ま
る
」
会
議

に
な
っ
た
こ
と
、
会
員
拡

大
を
確
認
し
、
渡
辺
武
共
同
代
表

（
日
中
大
阪
府
連
会
長
）
の
閉
会
あ

い
さ
つ
で
終
え
ま
し
た
。
（
松
尾
豊
）

青
空
と
静
か
な
海
を
臨
む
安
藤
忠

雄
さ
ん
設
計
の
お
し
ゃ
れ
な
テ
ラ
ス
、

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
や
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
の
カ
ッ
プ
ル
が
よ
く
似
合

う
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、
港
区
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
レ
ト
ロ
を
ウ
リ
に
し
た

「
宝
島
」
築
港
の
魅
力
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
と

て
も
す
て
き
な
景
色
を
楽
し

み
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
築
港
に
は

負
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
も

「
歴
史
の
生
き
証
人
」
藤
後

さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
築
港
の
岸

壁
か
ら
何
百
万
人
も
の
兵
士
が
出
征

し
た
こ
と
。
地
場
産
業
も
兵
器
製
造

に
変
わ
り
「
陸
軍
糧
秣
支
廠
」
で
は

家
畜
を
処
理
し
て
軍
の
食
糧
と
し
て

船
積
み
し
た
こ
と
。
連
行
さ
れ
た
中

国
人
が
中
国
か
ら
の
積
み
荷
（
原
料
・

ゴ
ム
・
雑
貨
類
）
を
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

に
運
ぶ
重
労
働
を
し
て
い
た
こ
と
。

空
海
が
遣
唐
使
と
し
て
船
出
し
た

地
に
た
つ
築
港
高
野
山
も
大
阪
大
空

襲
で
全
焼
。
境
内
に
は
１
９
２
３
年

新
造
の
潜
水
艦
の
試
験

潜
水
中
の
事
故
で
亡
く

な
っ
た
88
名
の
慰
霊
碑

が
あ
り
、
こ
こ
に
も
知

ら
な
か
っ
た
事
実
が
あ

り
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
に
建
て

ら
れ
た
日
中
友
好
の
碑
に
は
、
日
本

の
加
害
の
事
実
も
率
直
に
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
「
彰
往
察
来
」
（
過
去
を

あ
き
ら
か
に
し
、
未
来
を
察
す
る
）

の
言
葉
通
り
、
私
も
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
一
般
参
加
・
松
村
裕
佳
子
さ
ん
の
感
想
）

堺
支
部

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
日
中
友
好
の
碑
へ

西
支
部

最
勝
寺
訪
問

長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会

不再戦・平和講演会

「日本は中国で

何をしたか」
講師：笠原十九司

都留文科大学名誉教授

８月２５日（日）

14：00～16：30

エルおおさか南館


